




























































































Number1・ ・・ T… ・10・・・・ P5・・・・ Q0… ・25… ・30・ ●　　　　● ・35




















Result　of　t－test＊ n．S． ＊＊ n．S． ＊
B．D．：　Body　Displacement　　　　　　F．　P．：　Finger　Pressure
＊：　P＜0．05　　　　＊＊：　P〈0．01　　　n．s．：　not　significant
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バスケットボールのシュート動作の運動学的パラメータによる評価に関する基礎的検討
押す時間がより短いと言える．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．考察
5．1．失敗から成功への時間的推移
　被験者はバスケットボール部員であり，フリースローには慣れている．但し今回のよう
に，各種測定機器を身体に装着してのシュートの経験はない．また実験直前でのフリース
ロー練習も充分には実施していないため，自己とゴールとの距離感をっかんでいないと思
われる．これらの要因は，フリースローが失敗する方向に作用するが，試行が進むにっれ
て克服されていく．したがって，試行前半に失敗例が集中したものの，第10試行以降に高
い成功率を示したものと考えられる．
5．2．体幹の変位
　今回の結果では，成功例は失敗例に比べて右変位が小さいことが分かった．このことは
体幹の左右の安定性を示唆しているものと思われる．体幹の安定は，上肢運動の原点であ
るところの肩峰の不動性につながる．被験者がシュートを放つ際に，利き手である右腕を
前に押し出すことから，体幹が右方向にずれやすくなり，その変位が大きいほど体幹が不
安定になり，結果的に上肢の運動に悪影響を及ぼして，シュートの失敗につながるのであ
ろう．但し今回の加速度測定では，右方向の変位が単純な並進運動であるか，体軸回りの
回転運動であるかの弁別はできていない．
　体幹の前方向変位にっいては，成功例はより大きい値を示した．これは，上肢をより前
に押し出そうとしていることと関連している可能性がある．ところで体幹の上方向変位と
前方向変位は，合成することによって矢状面での肩峰の軌道を決定する．変位の平均値か
ら計算した肩の軌跡の仰角は，成功例・失敗例いずれも44［deg］程度であり，有意差は認め
られなかった．したがって，前方向変位がシュ・一・一・トの成功／失敗に与える機序は，明らか
ではない．
5．3．ボールの加圧
　ボールに対する指の接触圧は，指がボールを押すカを反映しており，ボールの質量が一
定であることから運動方程式により，ボールの加速度を反映するものと思われる．そして
その時間積分値は，ボールの初速度となる．Fig．1，　Fig．2に示したような圧デV－一・・タ波形を
三角波と近似するならば，その時間積分値は三角形の面積となり，それは加圧振幅と加圧
時間に比例する．振幅にっいて有意差は認められず，時間について失敗例の方が有意に大
きかったことから，失敗例の方が時間積分値が大きく，ボ・一一一・・ル初速度が大きかったものと
思われる．
　一般に動作の速さと正確性にはトレード・オフの関係があり，運動学における基本原理
の一つとして「運動時間は運動の困難度指標に比例する」というFittsの法則がよく知ら
れている5）．この現象は，ボールの的当てについても確認されている6）．フリースローも同
じ「目標狙準課題」であることから，その知見を今回の結果に当てはめれば，速度が大き
くなっていたことから運動制御の精度が低下し，シュートの失敗にっながったものと解釈
できる．第3章で述べたように圧センサの出力は圧力値に非線形であり，厳密な定量評価
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はできないが，定性的にはこのような現象が現れたと解釈できる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．結論
　本研究では，バスケットボールのフリースロー動作において，体幹の変位とボールの加
圧に着目し，解析した．その結果，体幹の右方向変位・上方向変位，ボール加圧時間にっ
いて有意差が観測された．その結果にっいて運動学的観点から解釈し，シュート動作最適
化に関する基礎的な検討を行った．
　本研究を推進することにより，従来は定性的になりがちであったバスケットボールのシ
ュート動作の技能獲得の指導について，定量的な評価指標を導入でき，指導の効率が向上
する．また，本研究で計測したデータ系列はシュートのフォ・一一・・ムを記述したものであり，
どのような条件下でシューターが動作を調整したかを詳細に解析することもできる．それ
により，シューターが動作遂行時にどのような環境情報を認識するか，逆にディフェンス
がシューターに与えるどのような要因が影響を及ぼすか，について明らかにできるものと
思われる．
　なお，本研究の一部は，学内共同研究費によった．記して感謝する．
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